
更なる、がん検査の質の向上のために、
検診用として日本初のMR-PETを導入。
まさに新時代到来を感じるその“潜在力”
昨今、注目されている画像診断装置の筆頭にMRIとPETの画像を同時に取得するMR–PETがある。
同装置を導入したのがハイメディックの PET 検診拠点の「ハイメディック東京ベイ画像センター」であり、
同画像センターを運営するのが、「ミッドタウンクリニック東京ベイ」である。
磁気共鳴と核医学による同時取得画像の読影には、高度な知識と経験を要することはいうまでもない。
そのために連携を請われたのが、著名な汲田教授率いる日本医科大学放射線医学教室であった。

ミッドタウンクリニック東京ベイ
（ハイメディック東京ベイ画像センター）

東京都

◉
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
東
京
ベ
イ

＊ハイメディックでは同装置をPET／MRIと呼称しています。

＊
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―
―
日
本
医
科
大
学
放
射
線
医
学
教
室
が
、
リ

ゾ
ー
ト
ト
ラ
ス
ト
社
と
の
連
携
に
至
る
経
緯
と
、

ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
東
京
ベ
イ
の
診
療
に

お
け
る
連
携
の
内
容
に
つ
い
て
お
聞
き
し
ま
す
。

　

昨
年
、
リ
ゾ
ー
ト
ト
ラ
ス
ト
社
の
子
会
社
で

あ
る
ハ
イ
メ
デ
ィ
ッ
ク
が
運
営
す
る
ハ
イ
メ

デ
ィ
ッ
ク
山
中
湖
の
放
射
線
診
断
セ
ン
タ
ー
長

に
就
任
さ
れ
た
栗
林
幸
夫
先
生
（
慶
應
義
塾
大

学
名
誉
教
授
）
か
ら
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク
東
京
ベ
イ
と
の
連
携
を
打
診
さ
れ
た
の
が
そ

も
そ
も
の
始
ま
り
で
し
た
。
栗
林
先
生
と
は
、

以
前
か
ら
同
じ
心
臓
画
像
診
断
の
専
門
と
い
う

こ
と
で
親
し
く
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
ま

た
信
頼
で
き
る
先
輩
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
二
つ

返
事
で
快
諾
い
た
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
東
京
ベ
イ
に
は
最
新
鋭
の
シ
ー
メ
ン
ス

製
Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
装
置
「Biograph m

M
R

（
バ

イ
オ
グ
ラ
フ 

エ
ム
エ
ム
ア
ー
ル
）」
が
装
備
さ
れ

て
お
り
、
同
機
を
用
い
た
診
療
に
携
わ
れ
る
こ
と

は
放
射
線
科
医
冥
利
に
尽
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
我
々
の
放
射
線
医
学
教
室
の
小
林
靖

宏
先
生
を
東
京
ベ
イ
の
セ
ン
タ
ー
長
と
し
て
就
任

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
日
常
診
療
を
行
っ
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
。
さ
ら
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ
お
よ
び
Ｍ
Ｒ
診
断
に

精
通
し
た
教
室
員
で
ダ
ブ
ル
チ
ェ
ッ
ク
体
制
を
整

え
、
診
断
の
質
を
確
保
し
て
い
き
ま
す
。

―
―
Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
装
置
「Biograph m

M
R

」

に
つ
い
て
、
同
装
置
導
入
以
前
に
ど
の
よ
う
な
印

象
を
お
持
ち
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
Ｍ

日
本
医
科
大
学
　
放
射
線
医
学

主
任
教
授

汲
田 

伸
一
郎
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
と
、
他
の
モ
ダ
リ
テ
ィ
を
用
い
た
が

ん
検
診
と
の
違
い
、
お
よ
び
同
検
診
に
対
す
る
Ｍ

Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
有
用
性
お
よ
び
将
来
性
に
つ
い
て

お
聞
き
し
ま
す
。

　

一
昨
年
、
福
島
県
立
医
科
大
学
を
訪
れ
た
際
に

「Biograph m
M

R

」
の
本
邦
一
号
機
を
見
せ
て
い

た
だ
き
、
ま
た
、
Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
画
像
も
見
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
我
々
、
放
射
線
科
医
に
と
っ
て

夢
の
よ
う
な
装
置
と
い
う
印
象
を
抱
き
ま
し
た
。

が
ん
検
診
で
は
、
頭
頸
部
が
ん
、
乳
が
ん
、
さ
ら

に
婦
人
科
領
域
の
悪
性
腫
瘍
に
関
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
・
Ｃ
Ｔ
検
査
を
凌
駕
す
る
高
い
検

出
精
度
が
得
ら
れ
、
特
に
威
力
を
発
揮
す
る
も
の

と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
現
在
、
リ
ゾ
ー
ト
ト
ラ
ス
ト
社
が
展
開
す
る

会
員
制
の
検
診
事
業
ハ
イ
メ
デ
ィ
ッ
ク
の
、
高
額

だ
が
先
進
的
な
遺
伝
子
検
査
や
、
Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ

検
診
を
含
む
よ
り
質
の
高
い
検
査
を
含
ん
だ
検
診

事
業
に
対
す
る
評
価
を
お
聞
き
し
ま
す
。

　

ハ
イ
メ
デ
ィ
ッ
ク
が
早
く
か
ら
導
入
し
た
Ｐ
Ｅ

Ｔ
検
診
は
い
わ
ゆ
る
「
山
中
湖
方
式
」
と
呼
称
さ

れ
、
本
邦
に
お
け
る
Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
の
先
駆
け
と
な

り
ま
し
た
。
今
回
の
Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
用
い
た
検

診
に
よ
る
成
果
は
、
こ
れ
か
ら
の
臨
床
経
験
の
蓄

積
に
よ
る
わ
け
で
す
が
、
必
ず
や
新
た
な
知
見
が

得
ら
れ
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
み
で
は
、
肺
が
ん

の
検
出
な
ど
不
得
手
な
領
域
も
あ
り
ま
す
が
、
ハ

イ
メ
デ
ィ
ッ
ク
は
多
種
多
様
な
最
先
端
検
査
・
診

断
装
置
を
有
し
て
お
り
、
総
合
的
に
質
の
高
い
検

診
が
担
保
さ
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
現
在
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
東
京
ベ

イ
で
は
、
が
ん
検
診
を
中
心
に
Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
を

利
用
し
て
い
ま
す
が
、「Biograph m

M
R

」
を
用

汲田伸一郎（くみた・しんいちろう）氏
1961 年東京都生まれ。1986 年日本医科大学卒。同年同放射線科入局。1988 年から
1991 年まで国立循環器病センター放射線診療部レジデント。1995 年日本医科大学
放射線科講師、2002 年同助教授。06 年より日本医科大学放射線医学主任教授、日
本医科大学大学院臨床放射線医学教授。2014 年日本医科大学付属病院副院長

い
た
新
し
い
領
域
の
検
査
、
研
究
へ
の
活
用
に
つ

い
て
、
先
生
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

が
ん
検
診
以
外
で
は
、
脳
、
心
臓
領
域
へ
の
応

用
が
お
お
い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

脳
Ｐ
Ｅ
Ｔ
分
野
で
は
、
近
年
、
ア
ミ
ロ
イ
ド
β

イ
メ
ー
ジ
ン
グ
や
タ
ウ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
な
ど
の
認

知
症
診
断
に
関
わ
る
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
の
臨
床
応
用

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
検
診
と
し
て
行
い
得
る

か
否
か
の
判
断
に
は
時
間
を
要
す
る
で
し
ょ
う
が
、

こ
う
い
っ
た
認
知
症
イ
メ
ー
ジ
ン
グ
に
対
し
て
Ｍ

Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
装
置
は
最
適
な
機
器
と
言
え
ま
す
。

　

例
え
ば
萎
縮
し
た
海
馬
へ
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
集
積
を
捉

え
る
場
合
、
萎
縮
し
た
領
域
の
集
積
は
部
分
容
積

効
果
に
よ
り
過
小
評
価
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
で
は
同
時
に
脳
容
積
も
詳
細

に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
こ
れ
を
用
い

補
正
を
行
え
ば
、
真
の
局
所
脳
集
積
が
計
測
可
能

と
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
各
種
Ｍ
Ｒ
脳
機
能
像
と
の

対
比
も
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

心
臓
分
野
で
は
、
冠
動
脈
の
Ｍ
Ｒ
Ａ
が
１
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｄ
Ｃ

Ｔ
を
用
い
た
冠
動
脈
撮
影
は
日
常
診
療
に
お
け
る

検
査
と
し
て
確
立
さ
れ
ま
し
た
が
、
造
影
剤
使
用

が
必
須
で
あ
り
、
検
診
と
し
て
行
う
こ
と
は
推
奨

さ
れ
ま
せ
ん
。Ｍ
Ｒ
Ａ
で
あ
れ
ば
被
ば
く
も
な
く
、

造
影
剤
を
用
い
る
こ
と
な
く
検
査
可
能
で
あ
る
た

め
、
検
診
へ
の
応
用
が
可
能
で
す
。

　

冠
動
脈
Ｍ
Ｒ
Ａ
と
同
時
に
負
荷
ア
ン
モ
ニ
ア
心

筋
血
流
Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
行
え
ば
、
解
剖
学
的
冠
動
脈
情

報
と
心
筋
虚
血
情
報
を
同
時
に
評
価
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
確
立
さ
れ

て
い
な
か
っ
た「
虚
血
性
心
疾
患
に
対
す
る
検
診
」

に
も
新
た
な
可
能
性
を
見
い
だ
せ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
い
ま
す
。
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MR-PET による検査風景。会員制の検診センターとして、より受
診者の満足度を維持するために苦痛となる要素を極力排して検査
時間の短縮と効率化を極めた検査ワークフローを確立している

　

会
員
制
事
業
を
核
に
、
ホ
テ
ル
レ
ス
ト
ラ
ン
や

ゴ
ル
フ
場
、
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
施
設
等
を
展
開
し
て

い
る
こ
と
で
広
く
知
ら
れ
る
リ
ゾ
ー
ト
ト
ラ
ス
ト

グ
ル
ー
プ
。
同
グ
ル
ー
プ
は
、
メ
デ
ィ
カ
ル
事
業

と
し
て
株
式
会
社
ハ
イ
メ
デ
ィ
ッ
ク
を
設
立
し
、

会
員
向
け
に
、
革
新
的
で
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
の
高

い
総
合
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
。
今
ま
で
に
、
１
９
９
４
年
に
世
界
初
と
な
る

Ｐ
Ｅ
Ｔ
検
診
を
開
始
し
た
「
ハ
イ
メ
デ
ィ
ッ
ク
山

中
湖
」
を
皮
切
り
に
、
そ
の
後
「
ハ
イ
メ
デ
ィ
ッ

ク
大
阪
」、「
ハ
イ
メ
デ
ィ
ッ
ク・東
大
病
院
」、「
ハ

イ
メ
デ
ィ
ッ
ク
・
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
」
を
開
設
。
検

診
者
数
は
２
０
１
５
年
３
月
で
約
10
万
人
を
数
え

る
と
い
う
。
ハ
イ
メ
デ
ィ
ッ
ク
は
、
会
員
一
人
ひ

と
り
の
日
常
の
健
康
管
理
を
フ
ォ
ロ
ー
す
る
会
員

制
総
合
メ
デ
ィ
カ
ル
サ
ポ
ー
ト
事
業
で
あ
る
「
グ

ラ
ン
ド
ハ
イ
メ
デ
ィ
ッ
ク
倶
楽
部
」
を
展
開
。
倶

楽
部
の
ド
ク
タ
ー
に
よ
る
予
防
指
導
・
健
康
管
理

を
行
う
ト
ー
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　

５
施
設
目
と
な
る
「
ハ
イ
メ
デ
ィ
ッ
ク
東
京
ベ

イ
画
像
セ
ン
タ
ー
」は
、ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
ク
リ
ニ
ッ

ク
東
京
ベ
イ
の
運
営
に
よ
り
、
２
０
１
５
年
５
月

７
日
に
診
療
を
開
始
。
同
施
設
に
は
、
検
診
用
と

し
て
は
日
本
初
と
な
る
Ｍ
Ｒ–
Ｐ
Ｅ
Ｔ
や
、
乳
房

用
Ｐ
Ｅ
Ｔ
な
ど
の
最
先
端
の
画
像
診
断
装
置
が
導

入
さ
れ
て
お
り
、
年
間
５
５
０
０
件
の
検
診
の
受

け
入
れ
が
可
能
で
あ
る
と
い
う
。
画
像
セ
ン
タ
ー

長
を
務
め
る
小
林
靖
宏
氏
は
、
同
施
設
の
概
要
に

つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
は
、
ハ
イ
メ
デ
ィ
ッ
ク
の
検
診
に
お
け
る

放
射
線
画
像
診
断
を
主
に
担
当
す
る
施
設
で
す
。

医
療
ス
タ
ッ
フ
は
、
看
護
師
が
３
～
４
名
、
薬
剤

師
１
名
、
診
療
放
射
線
技
師
数
名
の
他
、
常
勤
医

と
し
て
、
私
と
日
本
医
科
大
学
付
属
病
院
放
射
線

科
の
医
師
た
ち
が
画
像
診
断
を
担
当
し
ま
す
」

　

同
施
設
は
、
核
医
学
の
分
野
で
は
国
内
有
数
の

研
究
実
績
を
誇
る
日
本
医
科
大
学
付
属
病
院
放
射

線
科
の
総
合
監
修
を
受
け
、
同
大
学
か
ら
派
遣
さ

れ
た
放
射
線
科
医
と
協
力
し
て
Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
の

▼
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
ク
リ
ニ
ッ
ク
東
京
ベ
イ

最
先
端
の
医
療
機
器
と
専
門
性
豊
か
な
医
療
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

高
精
度
で
被
検
者
満
足
度
の
高
い
検
診
業
務
を
展
開
す
る

日
本
医
科
大
学
放
射
線
科
で
博
士
号
を
取
得
し
、

新
た
に
ハ
イ
メ
デ
ィ
ッ
ク
東
京
ベ
イ
画
像
セ
ン

タ
ー
長
を
務
め
る
小
林
靖
宏
氏
に
、
同
施
設
の
概

要
と
Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
有
用
性
に
つ
い
て
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
し
た
。

小林靖宏（こばやし・やすひろ）氏
1980 年茨城県生まれ。2006 年日本医科大学卒。
2009 年同大学放射線科入局、2015 年医学博士。
2015 年 4 月より現職

ハ
イ
メ
デ
ィ
ッ
ク
東
京
ベ
イ

画
像
セ
ン
タ
ー
長

小
林 

靖
宏
氏
に
聞
く

I
n

t
e

r
v

i
e

w

撮
影
と
読
影
を
実
施
す
る
な
ど
、
高
度
で
質
の
高

い
検
査
・
診
断
体
制
を
実
現
し
て
い
る
。
小
林
氏

は
、
同
施
設
と
日
本
医
科
大
学
と
の
連
携
に
つ
い

て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
話
す
。

「
当
院
は
、
世
界
で
も
例
の
な
い
Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ

に
よ
る
検
診
を
実
施
す
る
施
設
で
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
両
方
に
精
通
し
た
放

射
線
科
医
を
恒
常
的
に
供
給
で
き
る
大
学
と
の
連

携
が
必
須
で
す
。

　

日
本
医
科
大
学
の
放
射
線
科
は
、
専
門
医
に
な

る
ま
で
に
全
て
の
臓
器
お
よ
び
全
て
の
画
像
診
断

に
触
れ
る
稀
有
な
教
育
体
制
を
採
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
学
生
や
研
修
医
は
Ｃ
Ｔ
や
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
ア
ン

ギ
オ
装
置
だ
け
で
な
く
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
や
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

に
つ
い
て
も
深
く
学
ん
で
お
り
、
結
果
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ

と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
双
方
に
習
熟
し
て
い
る
ス
タ
ッ
フ
が
多

数
所
属
し
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、ハ
イ
メ
デ
ィ
ッ

ク
が
当
セ
ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
、
白
羽
の
矢

を
立
て
た
の
は
あ
る
意
味
必
然
だ
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
」
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MR–PETの操作室。コンソールは syngo プラットフォーム
で高い操作性を確保。syngo.via によるワークステーション
によって、PET と MRI 画像のフュージョンなどの画像処理
も迅速に実施でき、効率的な画像診断業務を実現している

MR-PET
「Biograph mMR」

の画像

MR-PET「Biograph mMR」の臨床画像。MR 画像か
ら得られる解剖学的情報だけでなく、同時に得られる 
PET 画像から病変組織の詳細な代謝情報を把握する
ことができる。このため、従来診断の難しい領域にお
いても正確な評価が可能となる。

　

同
施
設
に
は
最
新
の
医
療
機
器
が
多
数
導
入

さ
れ
て
い
る
が
、
目
玉
と
言
え
る
の
は
何
と

言
っ
て
も
Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
で
あ
ろ
う
。
同
セ
ン

タ
ー
に
は
、
シ
ー
メ
ン
ス
製
の
Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ

「Biograph m
M

R

」
が
２
台
導
入
さ
れ
、
１
日

で
最
大
18
件
の
検
査
を
予
定
し
て
い
る
。

　

Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
は
、
３
テ
ス
ラ
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
Ｐ
Ｅ

Ｔ
の
２
つ
の
異
な
る
検
査
画
像
を
同
時
に
撮
影

す
る
こ
と
で
、
よ
り
豊
富
な
生
体
情
報
を
取
得
、

そ
し
て
精
度
の
高
い
画
像
診
断
を
実
現
す
る
新

し
い
モ
ダ
リ
テ
ィ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
。

　

シ
ー
メ
ン
ス
製
の
「Biograph m

M
R

」
は
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
と
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
１
つ
の
ガ
ン
ト
リ
に
統
合

す
る
こ
と
に
成
功
し
た
初
の
Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
装

置
で
あ
り
、
世
界
で
も
40
台
以
上
が
稼
働
し
て

い
る
最
新
機
器
で
あ
る
。
小
林
氏
は
、
Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
有
用
性
に
つ
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

話
す
。

最
新
の
一
体
型
Ｍ
Ｒ
‐
Ｐ
Ｅ
Ｔ
で

効
率
的
な
が
ん
検
診
を
実
施

Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
「B

iograph m
M

R

」
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会員制の検診施設であるミッドタウンクリニック東京ベイは、ホテル
地下 1 階にあり、豪華なエントランスと検診専用フロアを設け、高級
感あふれる空間でのリラクゼーションに満ちた検診を実施する

同施設では、MR–PET 以外にもマンモ PET や、超音波画像診断
装置などの最新型の各種モダリティを装備している。写真は、コ
ンパクトな設計ながら質の高い画像を提供する超音波画像診断装
置「SONOVISTA FX（シーメンス）」。

「
ま
だ
導
入
施
設
数
も
少
な
い
Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
を

検
診
事
業
で
使
用
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
当

初
、
荒
唐
無
稽
だ
と
周
囲
に
言
わ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
Ｍ
Ｒ–
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ほ
ど
が
ん
検
診
に
向

い
て
い
る
装
置
は
な
い
と
言
え
ま
す
。　

　

ま
ず
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
・
Ｃ
Ｔ
と
比
べ
れ
ば
Ｃ
Ｔ
分

の
被
ば
く
が
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
肺
の

画
像
診
断
は
Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
最
も
苦
手
と
す

る
部
位
で
あ
り
、
現
状
、
Ｃ
Ｔ
で
一
部
撮
像
せ

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
が
。
ま
た
、
撮
影
時
間
が
長

い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
ハ
イ
メ
デ
ィ
ッ
ク
の
検

診
で
は
頭
部
か
ら
骨
盤
ま
で
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
が

す
で
に
組
み
込
ま
れ
て
お
り
、
逆
に
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と

Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
検
査
を
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き
る

こ
と
に
よ
り
検
査
時
間
の
短
縮
に
つ
な
が
り
ま

す
。
な
お
、『B

iograph m
M

R

』
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ

の
画
質
は
非
常
に
優
れ
て
お
り
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
が
得

意
と
す
る
頭
部
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
Ｐ
Ｅ
Ｔ
・

Ｃ
Ｔ
の
低
線
量
Ｃ
Ｔ
で
は
形
態
を
捉
え
ら
れ
な

い
、
例
え
ば
尿
路
の
排
泄
系
な
ど
は
Ｍ
Ｒ
Ｉ
で

あ
る
か
ら
こ
そ
、
か
な
り
の
診
療
情
報
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ま
だ
ト
ラ
イ
ア
ル
段
階
で
す
が
、

全
身
拡
散
強
調
Ｍ
Ｒ
Ｉ
を
活
用
す
れ
ば
、
Ｐ
Ｅ

Ｔ
を
補
完
し
た
が
ん
検
査
も
可
能
に
な
る
優
れ

た
装
置
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

な
お
、
ハ
イ
メ
デ
ィ
ッ
ク
の
検
診
で
は
、
内

視
鏡
検
査
や
エ
コ
ー
検
査
等
、
Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ

以
外
の
検
査
も
充
実
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
全

身
の
各
々
の
臓
器
を
、
そ
れ
を
得
意
と
す
る
モ

ダ
リ
テ
ィ
が
広
く
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
却
っ

て
Ｍ
Ｒ–
Ｐ
Ｅ
Ｔ
だ
け
で
が
ん
検
診
を
無
理
に

完
結
さ
せ
る
必
要
が
な
い
点
が
、
効
率
的
な
検

診
業
務
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
で

し
ょ
う
」

　

会
員
制
の
総
合
検
診
施
設
で
あ
る
こ
と
が
、

Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
検
診
の
有
用
性
を
さ
ら
に
高

め
る
と
話
す
小
林
氏
だ
が
、
会
員
制
の
検
診
施

設
故
に
、
被
検
者
の
満
足
度
を
高
め
る
た
め
の

工
夫
に
も
苦
労
し
た
と
も
話
す
。

「
１
日
18
件
と
い
う
数
字
は
、
検
診
と
し
て
は
件

数
が
多
く
、
現
場
で
は
か
な
り
タ
イ
ト
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
す
。
検
診
全
体
の
流
れ
を
崩
さ
な

い
よ
う
に
、
気
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

も
う
１
点
は
、
医
学
的
な
こ
と
で
は
な
く
、

被
検
者
で
あ
る
会
員
様
の
満
足
度
を
い
か
に
維

持
す
る
か
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
し
た
。
た
だ

で
さ
え
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
で
は
、
一
般
の
患
者
で
も

閉
所
へ
の
恐
怖
感
や
騒
音
が
問
題
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
当
院
で
は
健
常
者
で
、
か
つ
高

い
満
足
度
を
求
め
て
受
診
さ
れ
る
会
員
様
が
対

象
で
す
の
で
、
い
か
に
し
て
楽
に
、
短
時
間
に
、

そ
し
て
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
い
検
査
を
行
う
こ
と

が
で
き
る
か
が
重
要
で
し
た
。
こ
う
し
た
プ
ロ

ト
コ
ル
や
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
に
つ
い
て
は
、
院
内

の
放
射
線
技
師
や
日
本
医
科
大
学
の
仲
間
た

ち
、
そ
し
て
シ
ー
メ
ン
ス
の
ス
タ
ッ
フ
の
協
力

が
欠
か
せ
ま
せ
ん
で
し
た
ね
。

　

準
備
期
間
は
決
し
て
長
く
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
先
に
述
べ
た
放
射
線
診
療
の
ス
タ
ッ

フ
は
も
ち
ろ
ん
、
看
護
師
や
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

も
含
め
た
当
セ
ン
タ
ー
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の

高
い
ス
タ
ッ
フ
た
ち
の
お
か
げ
で
、
ハ
イ
メ

デ
ィ
ッ
ク
が
目
指
す
検
診
と
サ
ポ
ー
ト
体
制
を

構
築
で
き
た
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
は
、
当
面
は
が
ん
検
診
業
務

に
お
け
る
利
用
が
進
め
ら
れ
る
が
、
今
後
は
日

本
医
科
大
学
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

研
究
と
臨
床
応
用
に
も
活
用
し
て
い
き
た
い
と

小
林
氏
は
話
す
。

「
こ
の
素
晴
ら
し
い
Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
検
診
だ
け

に
使
用
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
で
す
。
こ
の

モ
ダ
リ
テ
ィ
が
非
常
に
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
い

装
置
で
あ
る
こ
と
は
、
ハ
イ
メ
デ
ィ
ッ
ク
側
に

も
理
解
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
近

い
将
来
は
、
ま
ず
、
心
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ
ス
に

同施設では、女性の検診を大きなテーマにしていることから、特に女
性の受診者に配慮した内装設計となっている。写真は女性用化粧室
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ミッドタウンクリニック東京ベイ
（ハイメディック東京ベイ画像センター）

リゾートトラスト社が13年にスタートした「グ
ランドハイメディック倶楽部」事業における
５つ目の総合検診サービス施設「ハイメディッ
ク・ミッドタウン（東京・港区）」の検診キャ
パシティ増強のために、臨海部・有明に建
つ同グループの高級ホテル「ホテルトラスティ
東京ベイサイド」地下に今春「ハイメディッ
ク東京ベイ画像センター」を開設。「ミッド
タウンクリニック東京ベイ」は、同施設を運
営する医療機関である。ホテル内の会員制

「東京ベイコート倶楽部」と同じく内装・設
備に贅を凝らしたことに加え、接遇にも最大
限の配慮が成されている。関連施設のリ
ニューアル含め、投資額は約 23 億円。

所 在 地：東京都江東区有明 3 丁目 1 番 15 号
　　　　  ホテルトラスティ東京ベイサイド地下１階
延床面積：約 500 ㎡　
導入設備：MR–PET、乳房用 PET、
　　　　　超音波診断装置
運営委託医療機関：ミッドタウンクリニック東京ベイ

――リゾートトラスト社におけるメディカル事
業の概要と、ミッドタウンクリニック東京ベイ
設立の経緯についてお聞かせください。
　リゾートトラスト社のメディカル事業は、
会員向けの検診を展開するハイメディック事
業、老人ホーム等の経営を行うシニアライフ
事業、国際外来医療やサプリメント開発を
含む一般向けに医療サービスを提供するミッ
ドタウン事業の大きく３つからなります。
　ハイメディック東京ベイ画像センターは、
この中の会員向け検診事業の拠点の１つで
ある「ハイメディック・ミッドタウン」の検診キャ
パシティ拡大を目的に設立しました。
　「ハイメディック・ミッドタウン」は、当グルー
プ傘下の一般向けに医療を提供する「東京
ミッドタウンクリニック」内に会員向けの検
診スペースを確保して、より高度で先進的な
検診を実施するサービス事業です。当然、
同サービスには、がん診断のための PET 検
診が欠かせませんが、ミッドタウンクリニッ
クには PETを導入しなかったため、日本赤
十字社医療センターや慶応大学病院にPET
検査を委託していました。なお、「ハイメディッ
ク・ミッドタウン」のサービスは、会員限定
のサービスでしたが、瞬く間に PET 検査の
キャパシティをオーバーしてしまい、自前の
PET 検診施設を開設する必要に迫られるこ
とになりました。そこで、将来に備えて用意
していた有明の地に、新しい PET 検診施設
を開設するに至ったのです。
――PET 装置ではなく、最新の MR–PET

を2 台、同時に導入した理由についてお聞
かせください。
　PET 装置の必要性は述べましたが、MRI
についても同様に新たな施設が必要となって
いました。
　ミッドタウンクリニックには MRI が１台設
置されていますが、診療と検診の双方を合わ
せた検査数を１台だけではとても賄いきれな
い状況が出来ていました。ただ、同クリニッ
クのある東京ミッドタウンに新たに MRIを増
設することは、工事費が莫大になり、経営
的判断から断念せざるを得ませんでした。そ
のような折、PET 検診施設の設立が検討さ
れることとなり、自然な流れで、MR–PET
という新しいモダリティを知ることになった
のです。MRIとPETの双方の機能を併せ
持つ診断能の高い装置であり、今後の需要
を考えた際、後で追加することになった際の
工事の手間と、故障等運営面のリスク回避
も考慮して、新センター開設当初より2 台
を導入することを決めました。
――日本医科大学放射線科との提携の経緯
についてお聞かせください。
　前述のとおり「ハイメディック・ミッドタウン」
では、PET 検査を日本赤十字社医療セン
ターに委託していましたが、同センターに
PET 検診を担当する医師を派遣されていた
のが日本医科大学の汲田先生でした。日本
医科大学放射線科は、MRIとPET 双方の
診断技術の高さに定評がありましたので、汲
田先生に新しいセンターの運営に協力を依

頼したところ、快諾してもらった次第です。
――リゾートトラストとしては、がん検診以
外に MR–PETをどのように活用していく予
定でしょうか。
　がん検診はこれまでどおり実施していきま
すが、それ以外にも心疾患や脳疾患への
MR–PETの活用を検討しています。　
　心疾患や脳疾患は、1度罹患するとQOL
が大幅に低下してしまいます。心疾患につい
ては、心臓 PETの権威である汲田先生を
中心に取り組み、脳疾患についても幅広く
研究を進めます。検診メニューにはまだ組み
込んでいませんが、スクリーニングでハイリ
スクな方に心臓 PETと心臓 MRI 検査を実
施できるように準備を進めています。
――今後の検診事業の展望についてお聞か
せください。
　今後は、前述した心疾患や脳疾患等も含
め、広い意味での生活習慣に関わる疾病予
防への働きかけを進める予定です。このよう
な疾病予防の考え方は“先制医療”と呼ばれ、
京都大学の井村裕夫名誉教授らが提唱して
います。リゾートトラストでは、2016 年 5
月にハイメディックでは 6 番目の施設となる

「ハイメディック京大病院」を開設しますが、
そこは京大病院としても「先制医療・生活習
慣病研究センター」と位置づけています。
将来の疾病リスクを早期に把握して先行的
に介入する先制医療のモデルを、検診事業
の進展とともに確立していきたいと考えてい
ます。
　また、一般向けの健診事業も同様です。
企業および健保組合の医療費削減や、企業
職員・健保組合員の健康管理を推進する取
り組みをサポートするため、先制医療の考え
を一般の企業健診や健保組合に応用するよ
うな仕組みを考え、提案していきます。

リゾートトラスト社の執行役員で、
同社の会員向け・一般向け医療事業を担当する古川哲也氏に、
ミッドタウンクリニック東京ベイ設立の経緯と、
MR–PETへの期待などについてインタビューした。

I n t e r v i e w

リゾートトラスト株式会社
執行役員 メディカル事業本部 副本部長

古川 哲也氏に聞く
ふるかわ てつや

関
す
る
診
療
体
制
を
構
築
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
は
、
心
臓
の
サ
ル
コ
イ
ド
ー

シ
ス
を
診
断
す
る
に
は
最
適
な
モ
ダ
リ
テ
ィ
で

す
。
高
い
組
織
分
解
能
を
有
し
、
精
密
な
形
態

評
価
を
可
能
と
す
る
Ｍ
Ｒ
Ｉ
と
、
炎
症
活
動
性

評
価
に
有
用
な
Ｆ
Ｄ
Ｇ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
画
像
を
同

時
収
集
す
る
こ
と
で
、
心
臓
サ
ル
コ
イ
ド
ー
シ

ス
の
診
療
に
大
き
な
成
果
が
上
が
る
と
期
待
し

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
検
診
業
務
と
共
存
し
な

が
ら
Ｍ
Ｒ–

Ｐ
Ｅ
Ｔ
の
有
用
性
を
発
信
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
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